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お知らせ ＆ 情報 2
February

月

思いをかたちに　はたちの献血　
　冬は体調を崩す人が多く、献血者が減少する傾向があることから、安
全な血液製剤を安定的に確保するため、毎年 1 ～ 2 月に「はたちの献血」
キャンペーンを実施しています。
　有効期間が採血後4日間である血小板成分献血が特に不足しがちですの
で、皆さんのご協力をお願いします（成分献血はカリーノ宮崎で行ってい
ます）。

献血方法別の採血基準

■問い合わせ先／福祉保健課　☎７７‐１１１４

　一定の障がいを持つ 65 ～ 74 歳までの人は、申請により後期高齢者医療制度に加入することができ
ます。認定されると病院の窓口での負担が 1 割（一定以上の所得の人は 3 割）となります。なお、後
期高齢者医療制度に加入すると、受けられる給付や支払う保険料などがそれまで加入していた健康保
険と異なってきますので、事前にご相談ください。

認定できる障害の範囲
　・障害年金などの受給者であり国民年金証書 1・2 級の人
　・身体障害者手帳 1・2・3 級の人および 4 級の一部（音声機能・言語機能・下肢障害の一部）の人
　・精神障害者保健福祉手帳 1・2 級の人
　・療育手帳Ａの人
申請に必要なもの
　障害者手帳（年金証書）などの写し、印鑑、現在お持ちの保険証、マイナンバーが分かるもの

■問い合わせ先／福祉保健課　☎７７‐１１１４

　町総ぐるみ献血参加運動を実施します。献血された人には記念品を差し上げます。輸血が必
要な人を一人でも多く救うため、皆さんのご協力をお願いします。

　　日時／2月 9日（金）　午前9時 30分～正午、午後1時 30分～ 4時 30分
　　場所／綾手づくりほんものセンター駐車場　　　献血対象／全血献血（400ml）

後期高齢者障がい認定について

成分献血 全血献血

血しょう成分献血 血小板成分献血 200ml献血 400ml献血

年齢 18～69歳※ 18～54歳 16～69歳※ 18～69歳※

体重 男性45kg以上・女性40kg以上 男女とも50kg以上

年間献血回数 血小板成分献血1回を2回分に換算して
血しょう成分献血と合計で24回以内

男性6回以内
女性4回以内

男性3回以内
女性2回以内

※65歳以上の献血については、健康を考慮し60～64歳の間に献血経験がある人に限ります
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Information 〜お知らせ＆情報〜　

平成30年度 綾町児童クラブ会員募集
　入会を希望する児童の保護者は、次の事項を確認のうえ申
し込みをしてください。
　児童クラブとは、保護者が仕事や病気などの理由で面倒を
みられない場合、小学校低学年児童（放課後児童）に児童館
や役場裏公園で健全な遊びを通して健やかな発達を促すこ
とを目的に、綾町が平成 7 年から開設しているものです。

対象児童／小学1～ 3年生
開設期間／平成30年 4月 2日（月）～31年 3月 29日（金）
活動時間／下校時から午後6時まで
　　　　　※夏休み、冬休み、春休み、学校行事振替などの休校日は午前8時～午後6時
申込方法／役場窓口または児童館で「入会申請書」と「就労（自営）証明書」を受け取り、必要事項
　　　　　を記入のうえ、児童館へ直接提出してください。
　　　　　※申請書類は2月 1日（木）から配布します
申込期間／2月 13日（火）～3月 10日（土）　
　　　　　※定員（70人）に達した場合、申込期間内でも締め切ります
その他／利用料無料
　　　　※傷害保険、教材費（実費）、おやつ代は保護者負担で、休校日などは弁当が必要です
　　　　※アレルギー（食物アレルギーなど）がある児童は医師の診断書をご提出ください

■問い合わせ先／綾町児童館　☎７７‐１２７９　、福祉保健課　☎７７‐１１１４

　綾雛山まつりを開催します。町内約 20 カ所で雛山が制作され、
毎年好評のスタンプラリーも行われます。ご家族おそろいでぜひ
お出かけください。また、雛山仕様の宮交バスが 1 台走ります。
見かけたら、ぜひご乗車ください。

開催期間／2月 24日（土）～3月 4日（日）
開催場所／中央通り商店街ほか
イベント　（内容は変更になる場合があります）

　　　　　　　　　　　　　※雛山設置場所や期間など詳しくは
　　　　　　　　　　　　　　町内各所に設置予定の雛山マップをご覧ください

■問い合わせ先／綾町商工会　☎７７‐ ００１７

第18回 綾雛山まつり

日　時 場　所 内　容
2月24日（土）午前10時～ 南麓公民館 オープニングセレモニー
2月25日（日）午後 1 時～ 南麓公民館 だご汁のふるまい（200食限定）
3月  3日（土）正午～
　　　　　　午後 1 時～

綾神社
南麓公民館

人形供養祭　※供養料2千円／箱
だご汁のふるまい（200食限定）

3月  4日（日）午後 1 時30分～ 中央通 雛行列
期間中毎日開催／スタンプラリー（後日抽選）、お茶処（南麓公民館）

5 広報あや



Information 〜お知らせ＆情報〜　

　J リーグのチームなどが綾町にキャンプインします。迫力のプレーやリラックスした選手たちの表
情を見に行きませんか。皆で大きな声援を送りましょう！
　なお、トレーニング時間や練習試合などの詳しい情報は、各チームのホームページをご確認くださ
い。

J リーグチーム

野球

■問い合わせ先／産業観光課　☎７７‐３４６４

　酒泉の杜にある「恋人の聖地」にちなんで、「愛」「恋」をテーマにした短歌作品を募集します。

応募作品／「愛」「恋」をテーマにした未発表作品1人 1首
　　　　　※家族愛や郷土愛なども含みます
部　　門／一般の部、高校生の部、小中学生の部の3部門
　　　　　最優秀賞各1点、優秀賞各2点、佳作各3点を選び、
　　　　　表彰します
選　　者／歌人・伊藤一彦さん
応募方法／はがきに短歌作品と、郵便番号、住所、氏名（ふりが　
　　　　　な）、年齢、学校名・学年（学生のみ）、電話番号を記　　　　　　　
　　　　　入しお送りください
　　　　　※役場窓口、Eメールでも受け付けます
応募締切／3月 2日（金）まで（当日消印有効）
応募先／〒880-1392　綾町大字南俣515番地
　　　　　綾町役場産業観光課「照葉短歌賞」募集係
　　　　　Eメール　teruhatanka@town.aya.lg.jp
表　　彰／入賞作品については、事前に作者にお知らせします
　　　　　表彰式は4月 30日（月・祝）に行う予定です

■問い合わせ先／産業観光課　☎７７‐３４６４

春季キャンプが始まります

第11回 恋人の聖地「綾町・照
てるは

葉短歌賞」

チーム名 期　間 主なトレーニング場所
ヴァンフォーレ

甲府
1月29日（月）

～2月10日（土） 小田爪陸上競技場

町田ゼルビア 1月29日（月）
～2月  9日（金） てるはふれあい広場

チーム名 期　間 主なトレーニング場所
東京ガス

硬式野球部
2月12日（月）

～2月26日（月） 錦原野球場
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町税係　　77-1113税のひろば

記載内容 受付期間 場　所

所得税
消費税
贈与税

2月16日（金）～3月15日（木）
時間／午前9時～午後4時
土・日曜日は除く。ただし、2月18日（日）、25日（日）は開設。

カリーノ宮崎（9 階）

宮崎市橘通東4-8-1
宮崎中央郵便局　横

（無料駐車場はありませんので公共
交通機関をご利用ください）

税理士会に
よる

無料相談

2月13日（火）～15日（木）
時間／午前9時～11時、午後1時～3時

※2月13日（火）～3月15日（木）の期間は税務署では申告に関する相談は行っていませんのでご注意ください

　平成 29 年分の確定申告から、医療費控除を受ける際は領収書の添付または提示が不要となり、代
わりに「医療費控除の明細書」の作成・添付が必要となります。医療保険者から交付を受けた医療費
通知を添付すると、明細の記入を省略できます（医療費通知とは、健康保険組合が発行する「医療費
のお知らせ」などです）。なお、医療費などの領収書（医療費通知に係るものを除く）について後日、
提出や提示を求められる場合がありますので、確定申告から 5 年間は必ず保管してください。

セルフメディケーション税制（医療費控除の特例）について
　健康の保持増進および疾病の予防として一定の取り組みを行い、自己または生計をひとつにする配
偶者や親族のために平成 29 年１月１日～平成 33 年 12 月 31 日までの間に支払ったスイッチ OTC
医薬品の購入費が 1 万 2 千円を超える場合は、その超えた金額について、医療費控除の特例を受ける
ことができます（上限 8 万 8 千円）。なお、セルフメディケーション税制による医療費控除の特例を
受ける場合、通常の医療費控除との併用はできません。
　手続きや必要書類などの詳細は、宮崎税務署にお問い合わせください。

　●　必要書類
　　・購入したセルフメディケーション税制対象商品の明細書
　　・適用を受ける年分において一定の取り組みを行ったことを明らかにする書類
　　　（定期予防接種の領収書または予防接種済証、人間ドックやがん検診、職場で受けた定期健康診　　
　　　断をはじめとする各種健診の領収書または結果通知表など）

■問い合わせ先／宮崎税務署　☎２９－２１５１（自動音声案内に従い「0」番を選択）

　平成 29 年分所得税の確定申告記載会場が 2 月 16 日（金）からカリーノ宮崎で開設されます。申告
期限は 3 月 15 日（木）ですが、期限間近には窓口が大変混雑します。「所得税の確定申告の手引き」
を参考に、昨年 1 年間の所得と税額を正しく計算して記載し、早めに申告と納税を行ってください。
　また、確定申告書の作成はインターネットでも可能です。詳しくは国税庁のホームページ（http://
www.nta.go.jp/）をご覧ください。

●　申告期限・納期限
　所得税および復興特別所得税、贈与税／ 3 月 15 日（木）まで　※口座振替日 4 月 20 日（金）
　消費税および地方消費税（個人事業者）／ 4 月  2 日（月）まで　※口座振替日 4 月 25 日（水）

宮崎税務署からのお知らせ

確定申告書の提出は自分で書いてお早めに！
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町税係　　77-1113税のひろば

　平成 29 年分（平成 29 年 1 月 1 日～ 12 月 31 日）の収入に基づく住民税の申告を、2 月 16 日
（金）～ 3 月 15 日（木）に受け付けます。申告がない場合は、保育所入所、公営住宅の入居、介護保
険、奨学資金貸付などに必要な証明書を発行できない場合があります。漏れのないよう、必ず期限内
に申告してください。

申告が必要な人
平成 30 年 1 月 1 日現在で町内に住んでいるすべての人は、収入の有無にかかわらず住民税の申告
が必要です。前年中（平成 29 年１～ 12 月）の所得が給与所得のみで年末調整を済ませた人や、公
的年金収入の合計額が 400 万円以下で、かつそれ以外の所得が 20 万円以下の人は必要ありません
が、次に該当する場合は申告が必要です。

　・　給与所得以外に所得があった人

　・　給与所得や年金収入のみの人でも、医療費控除や寄附金控除などで還付を受けようとする人

移動申告受付をご利用ください
該当する日時に必要書類をご持参ください。なお、申告期間の後半は混雑が予想されますので、で
きる限り地区指定の期日に申告してください。申告時に必要なものは次の通りです。
①所得の決定、経費の算定に必要な書類（帳簿・源泉徴収票・経費の領収書・固定資産税の納税通知書など）

②生命保険、企業年金、地震保険、傷害保険支払証明書、国民年金・国民健康保険税納入証明書

　※国民年金および国民健康保険税などの納入証明の提示もしくは添付が必要

③印鑑、国民健康保険証、還付がある場合の還付先の金融機関の通帳

④マイナンバーカードまたは通知カード、運転免許証などの本人確認ができる書類

日曜日に申告相談会場を開設します
2 月 25 日（日）、3 月 4 日（日）に、役場ロビー会議室に開設します。混雑が予想されるため、平
日には仕事などで来られない人を主な対象に受付を行います。定員は午前、午後各 40 人です。

　・　時間／午前 9 時～ 11 時、午後１時 30 分～ 4 時
　・　注意／午前 8 時 30 分に役場玄関を開けますので、順番にお並びください。定員になり次第締
　　　め切ります。また、申告できなかった場合は、次の方法で申告してください。
　　　①全地区受付対象の日に申告　②宮崎市内のカリーノ会場で申告　③郵送または e-Tax で申告

住民税の申告が近づきました

　昨年分の所得税の確定申告書の提出および住民税の申告から、マイナンバーの記載が必要にな
りました（控除対象配偶者や扶養親族、事業専従者がいる場合は、その人のマイナンバーも記載
が必要）。提出時には、本人確認のため次のとおり本人確認書類の写しの添付をお願いします。

　マイナンバーカードを持っている場合
マイナンバーカードだけで番号確認と本人確認が可能です。e-Tax で申告書を提出する場合は、本人確認書

類の提出は必要ありません。

　マイナンバーカードを持っていない場合（下記の番号確認書類、本人確認書類が１つずつ必要）
　・番号確認書類／通知カード、マイナンバーが記載されている住民票の写しまたは住民票記載事項証明書など

　・本人確認書類／運転免許証、パスポート、在留カード、公的医療保険の被保険者証、身体障害者手帳など

申告にはマイナンバーの記載が必要です
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町税係　　77-1113税のひろば

平成 29 年分所得税・住民税申告受付日

　町税・水道料などを納める際は、安心・安全・便利な口座振替をご利用ください。口座振替申請をす
ると、納期ごとに指定された預貯金口座から自動的に引き落としで納付することになりますので、納
め忘れがありません。一度手続きをすると、変更・解約のない限りその指定預貯金口座からの振替は
自動継続されます。振替依頼申請書は、綾町役場・宮崎銀行綾支店・JA 綾町・綾郵便局の窓口にあり
ます。

取扱金融機関／宮崎銀行　本・支店、綾町農業協同組合、全国の郵便局
振 替 開 始／申請の翌月から振替開始　　（例）10月 14日申請分は11月納期分から振替開始
振替口座の変更／振替依頼申請書で変更の手続きをしてください
振　　替　　日／税目ごとに納期月が違いますが、各税目とも毎期月末に引き落とします
　　　　　　　　ただし、12月は 25日（振替日が土・日の場合は、金融機関の翌営業日）

納税は安心・安全・便利な口座振替で！　

平成29年度　納期
税　目　　 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
固定資産税 1期 2期 3期 4期
町県民税 1期 2期 3期 4期

国民健康保険税 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期 10期
軽自動車税 1期

2　月 3　月
日付 地区名 受付時間 場所 日付 地区名 受付時間 場所

16（金）
倉輪   9:30～10:30 倉輪公民館

1（木）
立町 9:00～11:00

役場会議室

二反野 13:30～15:30 二反野公民館 東中坪 13:30～16:00

19（月）
竹野   9:30～10:30 竹野公民館

2（金） 神下
9:00～11:00

杢道 13:30～15:30 杢道公民館 13:30～16:00

20（火）
久木野々 9:00～10:30 久木野々公民館

4（日） 全地区
9:00～11:00

上畑 13:30～15:30 上畑公民館 13:30～16:00

21（水）
尾立 9:00～10:30 尾立公民館

5（月） 揚町
9:00～11:00

宮谷 13:30～15:30 宮谷公民館 13:30～16:00

22（木） 北麓
9:00～11:00

北麓公民館 6（火） 西中坪
9:00～11:00

13:30～16:00 13:30～16:00

23（金） 古屋
9:00～11:00

尾原公民館 7（水） 南麓
9:00～11:00

13:30～16:00 13:30～16:00

25（日） 全地区
9:00～11:00

役場会議室

8（木） 昭和
割付

9:00～11:00
13:30～16:00 13:30～16:00

26（月） 麓
9:00～11:00

9（金）

全地区

9:00～11:00
13:30～16:00 13:30～16:00

27（火） 宮原
9:00～11:00

12（月）
9:00～11:00

13:30～16:00 13:30～16:00

28（水）
四枝 9:00～11:00

13（火）
9:00～11:00

中堂 13:30～16:00 13:30～16:00
※2月25日と3月4日は定員制（午前、午後各40人）

14（水）
9:00～11:00

13:30～16:00

15（木）
9:00～11:00

13:30～16:00
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77-1154子育て支援センター

  2 日（金）　わくわく広場
■時間／午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分

■場所／子育て支援センター

■内容／豆まき

皆さんの健康を願って豆まきをします。かわいい

鬼さんたちも遊びに来る予定です。

14 日（水）　親子教室「コアラ」
■時間／午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分

■場所／子育て支援センター

■内容／ひな人形作り

3 月 3 日のひな祭りに、手作りのおひなさまを

飾ってみませんか？材料はセンターで準備します。

21 日（水）　ゆったり子育て教室
■時間／午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分

■場所／子育て支援センター

■内容／料理講習

保育所給食の中から人気のメニューを教わります。

エプロン、三角巾（バンダナ）、マスクをお持ちく

ださい。参加には事前の申し込みが必要です。セ

ンターまでお問い合わせください。

28 日（水）　誕生会　

■時間／午前 10 時～ 11 時 30 分

■場所／子育て支援センター

■内容／ 2 月生まれのお友だちの誕生会

対象児にはハガキでお知らせしています。ハガキ

が届かないときはご連絡ください。

2月の行事
睡眠の生活習慣

わくわく広場　正月飾りづくり

お誕生おめでとう
12月1日～31日に受付のあったお子さんです

濱砂 大和 ちゃん ［男］ H29.11.30 生
（はますな やまと） 保護者：朋和さん ［麓］

山下 倖叶 ちゃん ［男］ H29.12.5 生
（やました ゆきと） 保護者：賢人さん ［昭和］

岡本 裕翔 ちゃん ［男］ H29.12.24 生
（おかもと ひろと） 保護者：雄司さん ［北麓］

今月のPHOTO

　子どもの健康や成
長に大切なのが睡眠。
年齢と共に睡眠時間
が変化し、徐々に生
活リズムが整ってい
きます。

0 歳児　～睡眠の割合が多い時期～
　小刻みに眠り、１日の中で睡眠の占める割合
が多い時期です。睡眠の長さや回数は個人差が
あります。安心して眠れるように、室内は薄暗
く、静かで適温を保つように整えます。窒息な
ど睡眠中の事故が起きやすい時期なので、子ど
もが熟睡していても、必ず目の届く場所にいる
ようにしましょう。

1 歳児　～午睡で十分な休息を～
　夜間にまとまって眠れるようになると、午前
の睡眠が必要でなくなる子も出てきます。午前
から元気に遊び、ほどよく疲れた体を休ませる
ために午睡をとる、というメリハリのあるリズ
ムをつくっていきましょう。

2 ～ 4歳児　～午睡の時間が減る子も～
　運動機能の発達に伴い、遊びが活発になり、体
力がついてくるので、午後の午睡 1回で十分体
を休めることができるようになります。活動量
や体調によっては、寝たがらなかったり、なか
なか目覚めなかったりする子もいます。無理に
時間を合わせなくてもいいので、まずは休息を
取ることの大切さを伝えていきましょう。

5 歳児　～午睡がいらなくなる～
　午睡が必要なくなり、日中は元気に活動し、
夜はぐっすり寝るという生活リズムが整いやす
くなります。夜更かしが続いている子は、日中
の活動に影響が出てしまいます。早寝早起きを
基本とした生活リズムを整えていけるように配
慮しましょう。
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77-0195健康センター

無医地区巡回診療
広沢地区
　2月9日（金）正午～午後0時45分
倉輪地区
　2月9日（金）午後1時～1時45分

もしもの時の備えをしていますか？　　　

　家族や周囲の人たちにでき

るだけ迷惑をかけたくない。

でも、最期まで自分らしい生

活を送りたい。誰もがそう

願っていることでしょう。

　もしもの時の備えとして、

自分についての情報や資産を整理し、希望とともに

記録しておくことが大切です。特に認知症では、病

気の進行にともない、自分の意思を伝えることが難

しくなったり、適切な判断ができなくなってしまっ

たりすることがあります。

　そこで、認知症になる前に考えたいこと、まとめ

ておきたいことを 3 回シリーズで紹介します。

自分について「記す」
①基本情報／自分のことを知ってもらうために必要　　

　　　　　　な情報をまとめておきましょう

　　　　　　・生年月日

　　　　　　・現在かかっている病気や病院名

　　　　　　・保険証や年金手帳の番号、保管場所

②関係者の情報／家族が把握していないあなたの大

　　　　　　切な人がいるかもしれません

　　　　　　・親族や友人などとの関係

　　　　　　・連絡先リスト

困ったときはお互いさま
　いざというとき頼りになるのは、遠くの家族より

近所の友です。地域での暮らしを楽しみましょう。

参考文献／

エーザイ㈱「認知症のソナエ　将来のこと、考えてみま

しょう」

■問い合わせ・相談先／　

地域包括支援センター　☎ 77‐3141

乳児相談（おっぱい・育児相談）
　■日時／ 2 月 9 日（金）午後 1 時 15 分～

　■対象／乳児と母親

　※おっぱい相談の希望者はタオルをお持ちください

3 歳 6 カ月児健康診査
　■日程／ 2 月 15 日（木）

　■対象／平成 26 年 6、7、8 月生および未受診者

幼児歯科健診
　■日時／ 2 月 19 日（月）午後１時～

　■対象／平成 26 年 12 月生

　　　　　平成 27 年 1、6、7、12 月生

　　　　　平成 28 年 1、12 月生

　　　　　平成 29 年 1 月生

おっぱい相談
　■日時／ 2 月 22 日（木）午後 1 時 30 分～

　※希望者はタオルをお持ちください

離乳食教室①（4 カ月児）
　■日時／ 2 月 22 日（木）午後 1 時～

　各自治公民館で午前 9 時 30 分から行います。神

下地区のみ午後 1 時 30 分からの開催です。

妊婦・乳児に関する検診・相談 認知症になる前に（１）　

お達者クラブ

実 施 日 地　区 実 施 日 地　区
2日（金） 古屋 15日（木） 麓
6日（火） 中堂 16日（金）東中坪・北麓
7日（水） 四枝 20日（火）南麓・二反野
8日（木） 上畑・神下 21日（水） 揚町
13日（火） 尾立 27日（火） 宮原
14日（水） 立町 28日（水）宮谷・西中坪

■問い合わせ先／社会福祉協議会　☎77-3099

インフルエンザにご注意ください
①　外出時は人ごみを避けましょう

②　帰宅時には手洗い、うがいをしましょう

③　せきやくしゃみが出る人はマス

クを着用しましょう

④　症状（急な発熱、せきやのどの

痛みなど）があるときは早めに

医療機関を受診しましょう
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77-0180綾てるは図書館

読書感想文・感想画作品展
　町内の小中学生の感想文（コンクール入賞者）と、

保育所・幼稚園児の感想画作品を展示します。

■期間／ 2 月 1 日（木）～ 24 日（土）

第 3 回綾っ子読書まつり
　子どもたちが多くの本と触れ合えるように、小学

校と中学校、児童館、綾てるは図書館が連携して行

う読書週間です。期間中、各施設でさまざまな読書

イベントを開催します。子どもたちと一緒に読書を

楽しんでください。

■期間／ 2 月 5 日（月）～ 16 日（金）

■テーマ／一冊の本をひらけば　世界や未来が見える

ビブリオバトル
　おすすめ本を１冊ずつ持ち寄り、紹介していくビ

ブリオバトル。数人のグループで行いますので、初

めてでも気軽に楽しく参加できます。好きな本につ

いて語ってみませんか？

■日時／ 2 月 17 日（土）午後 2 時～

読書広場の雛山飾り
　読書広場に雛山を飾って催

しを行います。

・小学生のひな落語

小学生の噺
はなし

家・しいのみ亭

りんりん＆らんらんの楽し

い落語をお楽しみください。

■日時／ 2 月 25 日（日）および 3 月 4 日（日）

　　　　いずれも午後 2 時～ 2 時 20 分

・手づくり紙芝居によるひなまつりおはなし会

雛山の由来を題材にした手づくり紙芝居のおはな

し会です。

■日時／ 2月24日（土）、25日（日）、3月3日（土）、

　　　　4 日（日）の午後 1 時 30 分～ 1 時 45 分

　図書館内にあるすべての資料を点検し、不明にな

っている資料がないか確認するため、次の期間は休

館します。ご不便をお掛けしますが、ご協力をお願

いします。　

■期間／ 3 月 5 日（月）～ 11 日（日）

2月の休館日 毎週月曜日、13日（火）

おすすめの本

※12日（月）は祝日開館

蔵書点検のお知らせ

2月の催し　

[ 一般書 ]
〇　人前で「あがらない人」と「あがる人」の習慣
〇　オトナの一休さん
〇　なぜか好かれる人の「ちょうど良い礼儀」
〇　脱！ＳＮＳのトラブル
〇　地域ブランドのつくり方と働き方
〇　自分でできる！印刷・加工テクニックブック
〇　ムリなくはじめられる楽しいランニング
〇　琥珀の夢　上・下	
○　教場　０	
〇　守教　上・下	
〇　百貨の魔法	
○　もぐ∞	
〇　２０８４世界の終わり

[ 児童書 ]
〇　大人になったらしたい仕事
〇　もふもふ動物
〇　話し方ひとつでキミは変わる
〇　ふしぎ駄菓子屋銭天堂 8	 　　　　 　
○　魔女バジルと闇の魔女	 　　　　
〇　おとえほん
○　ヒヒヒヒヒうまそう

※ほかにもたくさんの本が入っています

おはなし会
　■日時／毎週土曜日　午後 2 時～ 2 時 30 分

子ども映写会（毎月第 3 土曜日）
　■日時／2月17日(土)午前10時～11時30分

　■上映作品／「ナルニア国物語　第 3 章」

てるはおはなし会（毎月第 3 日曜日・雨天中止）
　■日時／2月18日(日)午前11時30分～11時50分

　■場所／綾馬事公苑

伊集院　静 / 著
長岡　弘樹 / 著

帚木 蓬生 / 著
村山　早紀 / 著
最果　タヒ / 著

ブアレム　サンサル / 著

廣嶋　玲子 / 作
茂市　久美子 / 作
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ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ

　

日
本
人
に
な
じ
み
深
い
ウ
ナ
ギ
。
そ

の
生
態
は
最
近
ま
で
謎
に
包
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

　

普
段
は
川
で
生
活
し
て
い
ま
す
が
、

産
卵
の
時
期
に
は
海
に
下
っ
て
い
き
ま

す
。
大
海
原
を
エ
サ
も
食
べ
ず
に
泳
ぎ

続
け
、
数
千
キ
ロ
も
離
れ
た
産
卵
場
所

を
目
指
す
こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
、
ス

タ
ミ
ナ
は
も
ち
ろ
ん
、
ど
ん
な
に
離
れ

て
い
て
も
自
分
の
生
ま
れ
故
郷
に
戻
る

こ
と
が
で
き
る
優
れ
た
方
向
感
覚
を
合

わ
せ
持
っ
て
い
ま
す
。
独
特
な
生
活
サ

イ
ク
ル
の
た
め
人
工
的
に
繁
殖
さ
せ
る

こ
と
が
難
し
く
、
海
か
ら
川
へ
上
っ
て

く
る
赤
ち
ゃ
ん
ウ
ナ
ギ
＝
シ
ラ
ス
を
捕

ま
え
て
増
や
す
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

世
界
を
ま
た
に
か
け
生
活
す
る
ウ
ナ

ギ
は
、
環
境
悪
化
や
乱
獲
に
よ
り
世
界

中
で
絶
滅
が
危
惧ぐ

さ
れ
て
い
ま
す
。
地

球
環
境
の
変
化
を
、
身
を
も
っ
て
私
た

ち
に
訴
え
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

エ
コ
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
へ
の

寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

綾
町
の
照
葉
樹
林
や
生
物
多
様

性
に
つ
い
て
の
情
報
発
信
・
研
究

の
拠
点
と
な
る
綾
ユ
ネ
ス
コ 

エ
コ

パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
は
、
今
年
4
月

の
開
館
に
向
け
準
備
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
元
綾
中
央
医
院

を
修
復
・
改
造
（
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
）し
た
も
の
で
、会
議
室
や
展
示

室
、
大
学
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
な
ど
を
設
け
て
お
り
、
研
究
者

や
観
光
客
だ
け
で
な
く
地
域
の
皆

さ
ん
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
た
め

に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

12
月
18

日
に
は
、

昭
和
47
年

度
綾
中
学

校
卒
業
生

（
垂
水
久

利
代
表
）

か
ら
還
暦
厄
払
い
記
念
と
し
て
大

型
の
屋
外
看
板
が
寄
贈
さ
れ
、
贈

呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
看
板
の

南
・
北
側
に
は
「
綾
ユ
ネ
ス
コ 

エ

コ
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
」の
文
字
、西

側
に
は
白
い
背
景
に
綾
ユ
ネ
ス
コ 

エ
コ
パ
ー
ク
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
表

示
さ
れ
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

　

ま
た
、
生
涯
学
習
や
特
産
加
工

品
開
発
な
ど
に
利
用
で
き
る
調
理

実
習
室
に
は
、
九
州
電
力
宮
崎
営

業
所
か
ら
電
磁
調
理
器
（
Ｉ
Ｈ

ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
）
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、

九
州
電
力
主
催
の
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン

グ
ヒ
ー
タ
ー
を
用
い
た
料
理
教
室

の
開
催
な
ど
も
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
厚
意
や
支
援
に
よ

り
、
充
実
し
た
施
設
に
す
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
に

利
活
用
さ
れ
る
施
設
を
目
指
し
て
、

現
在
、
ユ
ネ
ス
コ 

エ
コ
パ
ー
ク
推

進
室
と
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
中

心
と
な
っ
て
展
示
な
ど
の
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
4
月
の
開
設
を

楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
同
セ
ン
タ
ー
の
会
議
室

や
調
理
実
習
室
な
ど
の
利
用
料
金

や
時
間
、
催
し
の
内
容
な
ど
の
詳

し
い
情
報
は
、
決
ま
り
次
第
皆
さ

ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

　

ユ
ネ
ス
コ  
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
室

　

☎
77
‐
３
４
８
２
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一
般
寄
付

寄
付
者
／
物
品
（
地
区
名
）

福
山
美
代
子
／
漬
物
（
杢
道
）

吐
師　
　

保
／
野
菜
（
宮
原
）

綾
町
高
年
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
／
雑
巾
・
竹
ぼ
う
き

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ほ
と
く
り
会
・
吉
田
育
弘
／
金
一
封
（
国
富
町
）

忌
明
寄
付

寄
付
者
／
物
故
者
（
地
区
名
）

池
上　

末
利
／
ト
シ
子
（
宮
谷
）

水
田　

正
臣
／
イ
ソ
ノ
（
立
町
）

佐
多　

伸
貴
／
ツ
ギ
ヱ
（
神
下
）

井
上　

京
子
／
良
雄
（
北
麓
）

大
田　

治
／
ト
シ
子
（
四
枝
）

平
川　

正
人
／
小
河
ス
ミ
エ
（
麓
）

八
村　

次
子
／
千
代
利
（
神
下
）

髙
橋
多
美
子
／
袈
裟
次
（
宮
谷
）

髙
橋
多
美
子
／
ア
ヤ
子
（
宮
谷
）

皆
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
善
意
に
感
謝
し
ま
す

綾
町
社
会
福
祉
協
議
会（
12
月
1
日
～
31
日
受
付
分
）

生
涯
学
習
教
室

「
俳
句
」
教
室
受
講
生
の
作
品

【
解
説
】
綾
町
生
涯
学
習
教
室
「
俳
句
」
教
室
講
師
　
本
村
　
蠻

木
枯
し
の
山
下
り
て
来
る
風
の
径み
ち

冬
晴
れ
や
鯉こ
い

ゆ
っ
た
り
と
憩
い
お
り 井

手
　
久
子
さ
ん
（
尾
立
地
区
）

岩
切
　
桂
子
さ
ん
（
立
町
地
区
）

　

木
枯
し
は
も
と
よ
り
蕭
し
ょ
う
じ
ょ
う
条
の
ひ
び
き
を
持
ち
、
情
緒
を
消
し
た
季
語
。
今
年
も
身
に
沁し

む

寒
風
の
季
節
。
こ
の
木
枯
し
は
山
で
生
ま
れ
、
風
の
径
が
あ
っ
て
人
里
に
下
り
て
来
る
の
だ
、

と
冷
た
い
木
枯
し
を
ほ
の
ぼ
の
と
詠
み
、
童
謡
の
よ
う
な
趣
。

　

池
に
飼
わ
れ
て
い
る
何
尾
か
の
大
鯉
。
真
冬
は
採さ
い
じ餌
す
る
こ
と
も
な
く
、
深
み
に
群
れ
身

を
潜
め
て
い
る
。
珍
し
く
快
晴
無
風
の
穏
や
か
な
冬
日
和
。
水
底
ま
で
日
が
差
し
、
鯉
も
今

日
は
安
ら
い
で
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
冬
の
好
日
。

竹ぼうきなど贈呈

　

綾
町
高
年
者
ク
ラ
ブ
連
合

会
（
青
山
辰
男
会
長
）
か
ら
、

手
づ
く
り
の
雑
巾
３
３
０
枚
、

竹
ぼ
う
き
50
本
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

役
場
や
綾
小
・
中
学
校
、

町
公
民
館
、
福
祉
施
設
な
ど

で
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
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横
山
文
也
さ
ん
（
麓
地
区
）
の

退
任
に
伴
い
、
新
た
な
監
査
委
員

に
福
留
清
人
さ
ん
（
昭
和
地
区
）

が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
教

育
委
員
会
委
員
に
は
柿
田
美
香
さ

ん
（
宮
谷
地
区
）
と
横
山
槇
子
さ

ん
（
麓
地
区
）
が
再
任
さ
れ
ま
し

た
。
い
ず
れ
も
任
期
は
昨
年
12
月

か
ら
の
４
年
間
で
す
。

（
議
会
事
務
局
）

　

検
査
を
希
望
す
る
人
は
前
日
ま

で
に
検
査
容
器
を
役
場
ま
で
取
り

に
来
て
く
だ
さ
い
。

◎
水
質
検
査
日
／
２
月
27
日（
火
）

◎
検
査
手
数
料
／
５
４
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先
／

建
設
課
上
下
水
道
係

☎
77
‐
３
４
６
７

　

毎
年
、
こ
の
時
期
に
町
内
で
下

水
・
排
水
設
備
の
点
検
を
し
な
い

か
と
業
者
が
訪
問
し
て
き
た
こ
と

に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
が
増
え

ま
す
。

　

役
場
で
は
業
者
に
戸
別
訪
問
点

検
を
依
頼
し
て
い
ま
せ
ん
。
不
安

を
あ
お
ら
れ
た
り
、
せ
か
さ
れ
た

り
し
て
も
そ
の
場
で
契
約
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
必

要
な
契
約
で
あ
っ
て
も
即
断
・
即

決
は
せ
ず
、
必
ず
誰
か
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

建
設
課
上
下
水
道
係

☎
77
‐
３
４
６
７

　

綾
町
は
、
公
共
下
水
道
・
農
業

集
落
排
水
処
理
区
域
以
外
の
全
域

で
、
快
適
な
生
活
が
営
め
る
よ
う

浄
化
槽
設
置
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

浄
化
槽
の
設
置
や
維
持
管
理
は
町

が
行
い
ま
す
。
ま
た
、
70
歳
以
上

の
み
の
世
帯
を
対
象
に
し
た
負
担

金
の
免
除
や
設
置
の
補
助
制
度
な

ど
も
あ
り
ま
す
。
今
年
度
の
申
請

期
限
は
２
月
28
日
（
水
）
で
す
。　
　

５
人
漕

◎
規
模
／
延
べ
床
面
積
１
３
０
㎡

未
満

◎
負
担
金
／
８
万
６
千
円

◎
月
々
の
使
用
料
／
２
８
７
０
円

７
人
漕

◎
規
模
／
延
べ
床
面
積
１
３
０
㎡

以
上

◎
負
担
金
／
10
万
４
千
円

◎
月
々
の
使
用
料
／
３
３
９
０
円

10
人
漕

◎
規
模
／
浴
室
お
よ
び
台
所
が
２

カ
所
以
上

◎
負
担
金
／
13
万
５
千
円

◎
月
々
の
使
用
料
／
４
４
２
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先
／

町
民
生
活
課
☎
77
‐
３
４
６
５

　

２
月
11
日
（
日
）
に
開
催
予
定

の
「
綾
町
公
民
館
・
社
会
福
祉
・
青

少
年
健
全
育
成
町
民
大
会
」
の
終

了
後
、
福
祉
バ
ザ
ー
を
開
催
し
ま

す
。
バ
ザ
ー
の
益
金
は
社
会
福
祉

の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
バ
ザ
ー
用
品
受
付
／
２
月
９
日

（
金
）
ま
で

◎
受
付
窓
口
／

・
福
祉
保
健
課

　

☎
77
‐
１
１
１
４

・
ケ
ア
ハ
ウ
ス
う
る
お
い
の
里

　

☎
77
‐
３
０
６
６

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

☎
77
‐
２
０
０
５

・
高
年
者
研
修
セ
ン
タ
ー

　

☎
77
‐
１
１
３
３

（
綾
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
な

ど
の
仕
事
に
つ
い
て
、「
苦
情
や

困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
」「
制
度

や
仕
組
み
が
分
か
ら
な
い
」「
相
談

し
て
み
た
が
、
説
明
に
納
得
が
い

か
な
い
」「
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ

い
か
分
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
こ

と
が
あ
る
と
き
は
、
行
政
相
談
員

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

次
の
と
お
り
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅

く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◎
日
時
／
２
月
16
日
（
金
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時

◎
場
所
／
綾
町
公
民
館
２
階

◎
相
談
員
／
阿
久
根
清
見

※
相
談
は
、
総
務
省
宮
崎
行
政
評

価
事
務
所（
☎
24
‐
１
１
０
０
）

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

総
務
税
政
課
行
政
係

☎
77
‐
１
１
１
２

　

人
権
問
題
で
お
困
り
の
人
や
心

配
ご
と
が
あ
る
人
は
遠
慮
な
く
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

◎
日
時
／
２
月
16
日
（
金
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時

◎
場
所
／
綾
町
公
民
館
２
階

◎
電
話
相
談
／
午
前
10
時
～
午
後

３
時
☎
０
９
０
‐
３
７
３
２
‐

１
５
６
９

◎
担
当
／
中
村
清
久
、
谷
口
秀
典

近
隣
の
特
設
人
権
相
談

◎
高
岡
／
２
月
７
日
（
水
）
高
岡

総
合
支
所

◎
国
富
／
２
月
16
日
（
金
）
国
富

町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

常
駐
人
権
相
談
所

　

宮
崎
地
方
法
務
局
（
☎
22
‐

５
１
２
４
）
で
は
平
日
の
午
前
９

時
～
午
後
４
時
ま
で
随
時
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

町
民
生
活
課
☎
77
‐
３
４
６
６

監
査
委
員
・
教
育
委
員
会
委
員

水
質
検
査 お

知
ら
せ

お 

願 

い

くらしの情報［ 2 月 ］

下
水
・
排
水
設
備
の

点
検
商
法
に
注
意

浄
化
槽
設
置
の
申
請
は

２
月
末
ま
で

福
祉
バ
ザ
ー

行
政
相
談

特
設
人
権
相
談

相　

談
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金
銭
の
貸
し
借
り
、
土
地
の
売

買
登
記
関
係
な
ど
民
事
問
題
の
相

談
を
無
料
で
お
受
け
し
ま
す
。

◎
日
時
／
３
月
13
日
（
火
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時

◎
場
所
／
ケ
ア
ハ
ウ
ス

■
問
い
合
わ
せ
先
／

福
祉
保
健
課
☎
77
‐
１
１
１
４

　

県
労
働
委
員
会
で
は
、
労
働
者

と
使
用
者
と
の
間
の
労
働
問
題
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

労
働
問
題
の
こ
と
な
ら
何
で
も
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

次
の
期
間
は
平
日
夜
間
お
よ
び

土
・
日
曜
日
も
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。

◎
期
間
／
２
月
５
日
（
月
）
～
11

日
（
日
）

◎
時
間
／
平
日
の
午
前
８
時
30
分

～
午
後
７
時
、
土･

日
曜
日
の

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
土
・
日
曜
日
は
事
前
に
電
話
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す

◎
対
象
／
県
内
の
事
業
所
に
勤
務

す
る
労
働
者
お
よ
び
使
用
者

◎
相
談
方
法
／

・
電
話　

26
‐
７
５
３
８

・
面
談　

県
労
働
委
員
会
事
務
局　

　
（
県
庁
３
号
館
６
階
）

・
Ｆ
Ａ
Ｘ　

20
‐
２
７
１
５

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
「
宮
崎
県

労
働
相
談
メ
ー
ル
送
信
フ
ォ
ー

ム
」
で
検
索（

県
労
働
委
員
会
）

　

宮
崎
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、

綾
町
在
住
の
皆
さ
ん
も
利
用
で
き

ま
す
。
契
約
内
容
や
販
売
方
法
、

サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
に
つ
い
て
の
相
談
を
専
門
の
相

談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
、
内
容
や
個
人
情
報
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
の
で
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◎
受
付
日
時
／
月
～
金
曜
日
の
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

◎
場
所
／
宮
崎
市
役
所
第
２
庁
舎

◎
相
談
方
法
／
電
話
ま
た
は
面
談

※
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎
25

‐
０
９
９
９
）
で
も
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先
／

宮
崎
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
21
‐
１
７
５
５

◎
対
象
者
／

・
綾
町
在
住
者
で
、
有
能
な
資
質

が
あ
り
、
向
学
心
に
富
み
、
心

身
と
も
に
健
全
な
人

・
保
護
者
に
各
種
税
の
滞
納
が
な

い
こ
と

◎
保
証
人
／

・
保
護
者
と
は
別
の
生
計
を
営
む

者
で
、
原
則
と
し
て
町
内
に
住

所
を
有
す
る
こ
と

・
年
齢
が
奨
学
資
金
申
請
年
度
末

時
点
で
満
65
歳
以
下
の
人

・
各
種
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

◎
貸
付
金
（
無
利
子
）
／

・
大
学
生
（
短
大
、
専
修
学
校
、
各

種
学
校
を
含
む
）
月
額
３
万
円

・
私
立
高
校
生 

月
額
２
万
５
千

円
・
公
立
高
校
生 

月
額
２
万
円

・
交
通
費
貸
付
（
高
校
生
）
月
額

１
万
円

※
奨
学
資
金
へ
の
上
乗
せ
可

・
入
学
支
度
金
貸
付
（
綾
小
・
中

学
校
入
学
前
に
２
万
円
程
度
を

貸
付
、
入
学
後
に
就
学
援
助
費

で
返
済
、
保
証
人
不
要
）

・
進
学
支
度
金
（
高
校
・
専
修
・

短
大
・
大
学
・
各
種
学
校
へ
進

学
を
見
込
む
世
帯
に
、
入
学
時

に
必
要
な
支
度
金
を
貸
付
、
貸

付
後
５
年
以
内
に
原
則
と
し
て

月
賦
で
返
済
、
保
証
人
不
要
）

※
限
度
額
10
万
円

◎
返
済
方
法
／

入
学
支
度
金
お
よ
び
進
学
支
度

金
貸
付
を
除
き
、
貸
付
終
了
の

６
カ
月
後
か
ら
貸
付
期
間
の
２

倍
の
期
間
で
返
済

◎
提
出
書
類
／
奨
学
生
願
書
、
奨

学
生
推
薦
調
書
、
平
成
28
年
分

の
所
得
証
明
書

◎
申
込
期
限
／
３
月
28
日
（
水
）

◎
返
還
の
免
除
／
貸
与
が
終
わ
っ

た
後
に
綾
町
育
英
会
の
定
め
る

条
件
に
該
当
す
る
場
合
、
申
請

を
す
る
と
返
還
債
務
の
一
部
を

免
除
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す

※
免
除
申
込
は
３
月
１
日
（
木
）

～
30
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

教
育
総
務
課
☎
77
‐
１
１
８
３

　

綾
の
照
葉
樹
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
一
環
で
行
う
間
伐
作
業
体
験
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
。
参
加
無
料
。

◎
日
時
／
２
月
14
日
（
水
）
午
前

８
時
15
分
に
綾
町
役
場
裏
駐
車

場
集
合
、
午
後
12
時
45
分
解
散

（
雨
天
の
場
合
は
中
止
）

◎
間
伐
場
所
／
綾
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
内
・
多
古
羅
の
森
（
小

林
市
須
木
）

※
綾
町
役
場
か
ら
間
伐
場
所
ま
で

は
バ
ス
で
移
動
し
ま
す

◎
募
集
人
数
／
先
着
10
人

◎
申
込
方
法
／
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
２
月
５
日
（
月
）

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

（
一
社
）
て
る
は
の
森
の
会

☎
35
‐
７
２
８
８

Ｆ
Ａ
Ｘ　

35
‐
７
２
８
９

Ｅ
メ
ー
ル 

te
ru

h
a
@

m
iy

a
z
a
k
i-c

a
tv.

n
e.jp

　
（
公
財
）国
際
青
少
年
研
修
協
会

は
、「
第
42
回
ち
び
っ
こ
探
検
学
校

ヨ
ロ
ン
島
」
の
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
共
同
生
活
や
野
外
活

動
を
通
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
心

や
国
際
感
覚
を
身
に
付
け
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
。

◎
期
間
／
３
月
26
日
（
月
）
～
４

月
１
日
（
日
）

◎
場
所
／
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論　

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談

労
働
相
談
会

募　

集

くらしの情報［ 2 月 ］

ち
び
っ
こ
探
検
学
校

ヨ
ロ
ン
島
参
加
者
募
集

綾
町
育
英
会
の
奨
学
生
募
集

間
伐
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

無
料
法
律
相
談
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くらしの情報［ 2 月 ］

町
◎
対
象
／
小
学
生
２
０
０
人
お
よ

び
日
本
在
住
の
外
国
人
小
学
生

１
０
０
人
（
２
～
６
年
生
）

◎
内
容
／
民
宿
で
の
共
同
生
活
、

イ
カ
ダ
作
り
、
海
水
浴
、
サ
ト

ウ
キ
ビ
絞
り
、
洞
窟
探
検
な
ど

◎
申
込
期
限
／
３
月
５
日
（
月
）

◎
参
加
費
／
宮
崎
空
港
発
着

12
万
６
千
円

■
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先
／

（
公
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
03
‐
６
４
１
７
‐
９
７
２
１

◎
応
募
資
格
／

・
管
理
事
務
所
に
居
住
し
て
働
く

こ
と
が
で
き
る
夫
婦
な
ど
２
人

で
、
ダ
ム
に
１
人
は
常
駐
で
き

る
こ
と

・
業
務
に
支
障
と
な
ら
な
い
健
康

状
態
で
あ
る
こ
と

・
年
齢
不
問

◎
勤
務
地
／
小
林
市
須
木
下
田
字

宇
都
１
１
０
‐
５

◎
委
託
期
間
／
４
月
１
日
（
日
）

～
平
成
31
年
３
月
31
日
（
日
）

※
継
続
委
託
可

◎
委
託
料
／
２
人
で
月
額
17
万
円

程
度

◎
業
務
内
容
／
毎
日
の
気
象
観
測
、

異
常
気
象
時
の
通
報
連
絡
、
ダ

ム
施
設
の
清
掃
・
防
火
・
防
犯

な
ど

◎
申
込
方
法
／
２
人
の
履
歴
書
と

健
康
診
断
書
を
２
月
28
日（
水
）

ま
で
に
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て

く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

小
林
土
木
事
務
所

〒
８
８
６
‐
０
０
０
４

小
林
市
細
野
３
６
７
‐
２

☎
０
９
８
４
‐
22
‐
２
０
８
１

　

訪
問
介
護
や
す
ら
ぎ
の
登
録
ヘ

ル
パ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

◎
募
集
人
数
／
２
人

◎
職
務
内
容
／
在
宅
訪
問
で
の
生

活
援
助
お
よ
び
身
体
介
護

◎
勤
務
時
間
／
午
前
８
時
～
午
後

６
時
15
分
の
間
で
勤
務
可
能
な

時
間
帯
（
応
相
談
）

◎
給
与
／
時
給
１
２
０
０
円
程
度

※
年
２
回
賞
与
あ
り

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
／

や
す
ら
ぎ
の
杜
（
担
当
・
立
元
）

☎
77
‐
２
７
５
１

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
出
席
を
お
願

い
し
ま
す
。
手
話
通
訳
が
あ
り
ま

す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

◎
日
時
／
２
月
11
日
（
日
）
午
前

９
時
～

◎
場
所
／
綾
町
公
民
館
文
化
ホ
ー

ル
◎
大
会
テ
ー
マ
／

　

人
が
集
い
、
人
が
輝
く

地
域
が
元
気
に
な
る
公
民
館
を

目
指
し
て
～
地
域
の
元
気
は
健

康
か
ら
～

◎
内
容
／
表
彰
式
、
報
告
、
実
践

発
表
、
講
演
な
ど

◎
基
調
講
演
／
東
京
都
長
寿
医
療

セ
ン
タ
ー
研
究
所
・
青
柳
幸
利

氏
「
１
日
８
０
０
０
歩
・
早
歩

き
20
分
が
健
康
の
カ
ギ
！
ガ
ン

や
認
知
症
な
ど
生
活
習
慣
病
全

般
を
防
ぐ
奇
跡
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
」

■
問
い
合
わ
せ
先
／

社
会
教
育
課
☎
77
‐
１
１
８
３

　

綾
小
・
中
学
校
の
生
徒
が
、子
ど

も
議
員
と
し
て
発
表
し
ま
す
。
傍

聴
は
自
由
で
す
。

◎
日
時
／
２
月
27
日
（
火
）
午
後

２
時
～

◎
場
所
／
綾
町
役
場
４
階
議
場

◎
子
ど
も
議
員
／

　

綾
小
学
校
６
年
生
６
人

　

綾
中
学
校
２
年
生
４
グ
ル
ー
プ

※
中
学
生
が
議
長
を
務
め
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先
／

社
会
教
育
課
☎
77
‐
１
１
８
３

　

梅
園
の
広
が
る
川
中
神
社
で
梅

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
神
事

の
後
は
作
り
た
て
の
寄
せ
豆
腐
な

ど
が
並
ぶ
直な

お
ら
い会
も
あ
り
ま
す
（
要

参
加
費
）。

◎
日
時
／
２
月
25
日
（
日
）
午
前

11
時
～

■
問
い
合
わ
せ
先
／

産
業
観
光
課
☎
77
‐
３
４
６
４

　

綾
町
民
話
の
会
（
米
良
テ
ル
子

代
表
）
に
よ
る
語
り
を
楽
し
む
催

し
が
行
わ
れ
ま
す
。
入
場
は
無
料

で
す
（
申
込
不
要
）。

◎
日
時
／
３
月
７
日
（
水
）
午
前

９
時
30
分
～

◎
場
所
／
南
麓
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ
先
／

社
会
教
育
課
☎
77
‐
１
１
８
３

天
然
石
・
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー

展
示
会

◎
期
間
／
１
月
27
日
（
土
）
～
２

月
４
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午

後
４
時
30
分
（
最
終
日
は
４
時

ま
で
）

雛
山
カ
フ
ェ

◎
期
間
／
２
月
24
日
（
土
）
～
３

月
４
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午

後
４
時
30
分

◎
内
容
／
雛
山
ま
つ
り
期
間
に
特

別
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供

綾
雛
山
ふ
れ
あ
い
市
場

◎
期
間
／
２
月
24
日
（
土
）、25
日

（
日
）、
３
月
３
日
（
土
）、
４
日

（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

◎
内
容
／
食
品
や
雑
貨
な
ど
を
販

売
す
る
マ
ー
ケ
ッ
ト

※
各
催
し
の
内
容
は
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先
／

綾
ふ
れ
あ
い
館
☎
30
‐
７
２
７
０

求　

人

田
代
八
重
ダ
ム
の

管
理
人
募
集

公
民
館
・
社
会
福
祉
・

青
少
年
健
全
育
成
町
民
大
会

イ
ベ
ン
ト
・
催
し
物

ヘ
ル
パ
ー
募
集

綾
ふ
れ
あ
い
館
情
報

子
ど
も
議
会

川
中
神
社
梅
ま
つ
り

「
語
り
」
を
聞
き
ま
せ
ん
か
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